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エネルギーギャップの太陽光発電システム架台
産業用太陽光発電システム導入のためのトータルサポートを対応いたします。

様々な用途や設置条件・環境に対応した産業用架台

自社による独自製品開発・設計・生産・供給の一貫体制による高品質/高精度の信頼感
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システム架台事業
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架台設計について

EG架台の設計根拠

太陽電池アレイ用支持物の設計用荷重算出方法
JIS C8955：2019」に倣い算出する。

その他の算出基準
■日本建築学会
■道路橋示方書
■国土交通省告示1113号 など
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設計条件 図面・報告書関連資料
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基礎種類
アレイ最低高さ（GL+）
地面勾配（東西）
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特記事項（EG記載）
・南北方向および東西方向にアレイを傾斜なりに設置する場合は、最大角度をご指定いただくか、地盤傾斜角度のわかる資料の添付をお願いいたします。
・特高案件においては地表面粗度区分をⅡにて設計いたします。高圧以下の案件では、地表面粗度区分は別途協議にてお願いいたします。
・コンクリート基礎の場合、コンクリート基礎設計は先様にてお願いいたします。（基礎設計荷重値は、弊社より提供させていただきます。）
・コンクリート基礎の場合、コンクリート基礎およびアンカーボルトは先様にてお手配お願いいたします。（種類・必要数量等は図面に記載させていただきます。）
・杭基礎の場合、杭地際部（杭の地表面根元部分）の腐食が早期に発生することがあります。杭地際部の腐食対策は先様にてお願いいたします。
・杭基礎の場合、地盤条件が必要となりますので、地盤調査報告書の添付をお願いいたします。
・地盤調査が未実施の場合は、土質およびN値をご指定いただくか、粘性土N値3として仮で設計させていただきます。
・地盤の安全性評価は先様にてご確認お願いいたします。
・架台構造計算書および杭支持力計算書の作成は、架台仕様確定後とさせていただきます。
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EG架台の設計依頼ポイント

分かりやすい設計の細かい条件およ
び情報をチェックし、構造を満足する
だけではなく、施工方法やコストパ
フォーマンスなどを最適化に実現する。
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架台設計について

厳密の設計

すべての案件に合わせて、オーダー設計を行う。
架台コストだけではなく、現場の作業性や施工コストなども含めて専門設計を行います。
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使用材料のJIS規格との比較について

弊社の部材選定はすべてJIS基準と同規格製品を使用しております。
架台部分：SCS490材
・SCS材は日本のJIS G 3323-2012とアメリカのASTM A 1046-2014を参考に開発された高耐食性の溶融亜鉛-アルミニウム-マグネシ
ウム合金めっき鋼板となります。
・降伏強度は365N/mm2以上の材料となります。
・各元素の質量分率は、アルミニウム約11%、マグネシウム約3%、シリコン約0.2%、ニッケル約0.01%で残りが亜鉛となっております。

杭基礎部分：Q345B材
・Q345B材は中国GB/T1591：2008規格品であり、製品加工後に溶融亜鉛めっき処理を
行います。
・降伏強度は345N/mm2以上の材料となります。
・表面処理はHDZ55 ( JIS H 8641：2007 ) 相当（めっき膜厚76μm以上）となります。

記号 規格 降伏強度
N/m㎡

化学成分 ％ （上限値）

C Si Mn P S
SM490A JIS G 3106 325以上 0.2 0.55 1.65 0.035 0.035
SCS490 - 365以上 0.2 0.6 1.7 0.1 0.045
Q345B GB T 1591 345以上 0.2 0.5 1.7 0.035 0.035
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使用材料について

合金材の強み

SCS490-C275材のJIS Z 2371-2015塩水噴霧試験、すべての材料を採用す際に社内の自社試験を行います。
■表面（めっき付着量275g/㎡）2500時間 ■切断面（めっき付着量275g/㎡）2000時間

■溶融亜鉛めっきHDZ55（めっき付着量510g/㎡）500時間を超えると赤さびが発生。
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架台生産について

■ISO9001:2015
■TUVSUD安全認証
■生産能力は平均2MW/日（2019年現在）

■複雑な形状設計
■自社での力学分析
■自社での金型製造
■自社でのライン設計
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設計～現場までの対応

設計～経産省～現場まで一貫体制のサポート

すべての設計は経産省やガイドラインに適正する構造分析・資料作成・説明対応を行い。
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設計～現場までの対応

設計～経産省～現場まで一貫体制のサポート

製品設計だけではなく、現場での実証実験やモックアップなどの対応もいたします。

実際の架台載荷試験
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設計～現場までの対応

設計～経産省～現場まで一貫体制のサポート

納品時にも製品の組立をわかりやすい製品マニュアルは用意いたします。
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設計～現場までの対応

設計～経産省～現場まで一貫体制のサポート

現場でのサポートも充実。

現地組立の指導 現地載荷試験の指導
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出荷から現場までの物流サポート

梱包～配送～現場納品も自社で一貫体制管理を行い。

工事計画、現場の状況によって、梱包や物流などを細かくコントロールします。
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20年実績



ありがとうございました。
株式会社エネルギーギャップ
〒103-0024
東京都中央区日本橋小舟町13-10
日本橋吉橋ビル2階
http://www.energy-gap.com/

問い合わせ：support@energy-gap.com

http://www.energy-gap.com/
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